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ま
え
が
き
―
―
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
未
来
と
対
話
す
る 

伊
東
一
郎
　

高
校
二
年
の
時
に
入
院
し
、
偶
然
『
罪
と
罰
』
を
入
院
先
の
病
院
で
読
ん
だ
。
そ
の
せ
い
で
回
復
が
遅
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
程

の
衝
撃
を
受
け
た
。
続
い
て
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
を
読
ん
だ
。
終
わ
り
の
な
い
バ
ッ
ハ
の
「
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
と
フ
ー
ガ
」
が

聞
こ
え
て
き
た
。
ロ
シ
ア
民
謡
だ
け
だ
っ
た
私
の
ロ
シ
ア
が
い
き
な
り
見
晴
る
か
す
広
が
り
の
中
に
展
開
し
た
。
早
稲
田
大
学
に
進

学
し
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
歌
い
つ
つ
受
け
て
い
た
新
谷
敬
三
郎
先
生
の
授
業
で
初
め
て
バ
フ
チ
ン
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ

ー
論
を
知
り
、
ス
ト
ン
と
腑
に
落
ち
た
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
が
経
ち
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
生
誕
二
〇
〇
年
の
年
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
記
念
し
、
現
在
の
日
本
の
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
研
究
を
世
に
問
う
論
集
を
出
そ
う
、
と
い
う
企
画
が
、
高
橋
誠
一
郎
氏
と
井
桁
貞
義
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
。
五
〇
年
前

に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
生
誕
一
五
〇
年
記
念
の
ク
ラ
ス
雑
誌
を
一
緒
に
作
っ
た
畏
友
井
桁
貞
義
か
ら
共
編
者
に
と
、
思
い
が
け
な
い

慫
慂
が
あ
っ
た
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
か
ら
は
長
い
こ
と
離
れ
て
い
た
私
だ
っ
た
が
、
僭
越
な
が
ら
喜
ん
で
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
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振
り
返
れ
ば
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
没
後
僅
か
十
年
余
り
の
一
八
九
二
年
に
出
た
内
田
魯
庵
訳
『
罪
と
罰
』
か
ら
日
本
に
お
け
る
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
体
験
は
始
ま
る
。
十
九
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
ま
で
三
つ
の
世
紀
を
跨
ぎ
、
ロ
シ
ア
革
命
の
勃
発
と
ソ
連
邦
の
終

焉
を
超
え
て
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
変
わ
ら
ず
私
た
ち
日
本
人
の
想
像
力
を
刺
激
し
続
け
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
、
若
い
研
究
者

た
ち
の
清
新
な
研
究
を
核
に
、
様
々
な
世
代
の
研
究
者
が
様
々
な
角
度
か
ら
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
論
じ
た
こ
の
論
集
か
ら
も
見
え

て
こ
よ
う
。
生
誕
二
〇
〇
年
の
年
を
迎
え
、
二
十
一
世
紀
も
も
う
二
〇
年
の
年
を
重
ね
た
が
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
常
に
新
し
い

の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
バ
フ
チ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
、
他
者
を
主
体
と
し
て
描
き
だ
す
対
話
的
原
理
を
私
た

ち
に
開
示
し
て
み
せ
、
そ
の
世
界
が
絶
え
ず
私
た
ち
に
開
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

ー
と
の
対
話
』
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
本
書
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
仲
立
ち
に
、
研
究
者
た
ち
の
新
た
な
出
会
い
と
対
話
の
場
に

な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
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日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
文
学 

新
谷
敬
三
郎
　

一
　
ロ
シ
ア
文
学
移
入
の
径
路

日
本
に
ロ
シ
ア
文
学
が
継
続
的
、
多
少
と
も
組
織
的
に
入
っ
て
き
て
、
何
ら
か
の
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
以
後
、
ほ

ぼ
一
八
八
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
文
学
移
入
の
径
路
は
、
明
治
、
大
正
期
に
お
い
て
は
、
大
別
し
て
三
つ
考
え
ら
れ
る
。（
一
）
東
京
外
国
語
学
校
、（
二
）

ニ
コ
ラ
イ
神
学
校
、（
三
）
丸
善
、
で
あ
る
。

一
、
東
京
外
国
語
学
校
が
正
式
に
発
足
し
た
の
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
十
一
月
の
こ
と
で
、
開
成
学
校
か
ら
分
離
し
た
の
で

あ
る
。
開
成
学
校
は
や
が
て
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
東
京
大
学
と
な
り
、
そ
れ
が
帝
国
大
学
と
な
る
の
は
明
治
十
九
年
（
一
八

八
六
）
帝
国
大
学
令
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
初
め
外
国
語
学
校
は
専
門
学
校
へ
の
予
備
階
梯
で
あ
っ
て
、
明
治
七
年
に
は
愛
知
、
広
島
、

新
潟
、
宮
城
に
も
設
立
さ
れ
、
開
成
学
校
へ
の
進
学
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
東
京
外
国
語
学
校
は
な
か
に
高
等
商
業
学
校
を
置

き
（
明
治
十
七
年
）、
そ
れ
が
一
年
後
に
は
逆
に
東
京
商
業
学
校
と
改
称
し
た
。
管
理
、
経
費
の
合
理
化
と
外
国
語
は
商
業
に
必
要

だ
と
い
う
認
識
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
明
治
三
十
年
（
一
八
八
七
）
に
は
そ
の
商
業
学
校
に
外
国
語
学
校
を
付
置
、
三
十
二
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年
そ
れ
が
独
立
し
て
ふ
た
た
び
東
京
外
語
学
校
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
治
三
十
年
代
初
め
こ
ろ
ま
で
は
日
本

の
高
等
教
育
の
制
度
は
か
な
り
流
動
的
で
、
固
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
不
安
定
の
た
め
に
、
の
ち
の
二
葉
亭
四
迷
、
長
谷
川
辰
之

助
は
明
治
十
九
年
に
東
京
商
業
学
校
附
属
語
学
部
露
語
科
を
卒
業
ま
ぎ
わ
に
退
学
す
る
の
で
あ
る
。
彼
が
東
京
外
国
語
学
校
に
入

学
し
た
の
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
十
八
歳
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
年
の
一
月
、
ロ
シ
ア
で
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
が
死
に
、

三
月
に
は
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
が
人
民
の
意
志
派
の
テ
ロ
に
倒
れ
て
い
る
。
当
時
の
外
国
語
学
校
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
教
育

が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
二
葉
亭
の
同
級
生
太
田
黒
重
五
郎
の
「
種
々
な
る
思
ひ
出
」（
明
治
四
十
二
年
六
月

「
新
小
説
」、
岩
波
版
『
二
葉
亭
四
迷
全
集
』
第
九
巻
所
収
）
と
い
う
談
話
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
は
単
に
語
学
の
勉
強
ば

か
り
で
な
く
、
地
理
も
歴
史
も
代
数
も
幾
何
も
す
べ
て
そ
の
習
っ
て
い
る
外
国
語
で
授
業
し
、
試
験
の
答
案
に
も
す
べ
て
ロ
シ
ア
語

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
毎
週
一
回
土
曜
日
に
あ
る
科
目
に
つ
い
て
一
人
ず
つ
試
験
を
さ
れ
た
。
上
級
に
な
る
と
、

ロ
シ
ア
の
有
名
な
小
説
を
教
え
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
人
が
二
人
い
て
、
一
人
は
コ
レ
ン
コ
、
も
う
一
人
は
ア
メ
リ
カ
へ
亡
命
し
た
グ
レ

ー
、
こ
の
グ
レ
ー
が
大
変
朗
読
が
上
手
で
テ
キ
ス
ト
が
た
く
さ
ん
な
い
か
ら
先
生
が
読
ん
で
き
か
す
。
ト
ル
ス
ト
イ
、
カ
ラ
ム
ジ
ン
、

プ
ー
シ
キ
ン
な
ど
の
作
品
を
生
徒
は
黙
っ
て
き
い
て
い
て
、
読
み
終
る
と
、
そ
の
小
説
に
現
れ
た
主
人
公
の
性
格
を
批
評
し
た
リ
ポ

ー
ト
を
提
出
す
る
。
先
生
が
そ
れ
を
見
て
直
し
て
く
れ
る
。

こ
う
し
た
外
国
語
学
校
の
、
と
く
に
文
学
教
育
に
つ
い
て
も
う
少
し
つ
っ
こ
ん
で
調
べ
た
も
の
が
あ
る
。
北
岡
誠
司
の
「
二
葉

亭
と
ロ
シ
ア
文
学
―
―
小
説
観
を
中
心
に
」（
角
川
版
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
第
一
巻
『
二
葉
亭
四
迷
』
所
収
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
二
葉
亭
が
在
学
し
て
い
た
頃
の
外
国
語
学
校
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
た
ロ
シ
ア
語
関
係
の
本
は
す
べ
て
で
三
百
点
足
ら
ず
、

冊
数
で
二
千
余
、
つ
ま
り
同
じ
本
が
幾
冊
か
だ
ぶ
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
な
か
で
語
学
、
文
学
関
係
は
三
分
の
一
以
上

占
め
て
い
て
百
点
あ
ま
り
、
さ
ら
に
文
学
と
な
る
と
せ
い
ぜ
い
五
十
点
余
、
そ
の
な
か
に
ど
ん
な
本
が
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な

い
が
、
こ
の
冊
数
で
は
と
て
も
あ
る
作
家
や
詩
人
の
全
集
が
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
ず
、
お
そ
ら
く
は
教
科
書
風
に
編
纂
し
た
ア
ン
ソ

ロ
ジ
イ
が
大
半
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
な
か
に
ス
ト
ユ
ー
ニ
ン
（
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ィ
チ
、
一
八
二
六
―
八
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八
）
の
『
露
国
外
国
文
学
論
文
指
南
』
と
い
う
本
と
『
露
文
学
教
授
論
』
と
い
う
本
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
本
に
よ
っ
て
生
徒
た
ち

は
ロ
シ
ア
文
学
あ
る
い
は
文
学
一
般
に
つ
い
て
教
え
こ
ま
れ
た
。
グ
レ
ー
の
教
え
方
が
こ
の
ス
ト
ユ
ー
ニ
ン
の
教
授
法
に
則
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
と
北
岡
は
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
二
葉
亭
の
「
小
説
総
論
」
も
胚
胎
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ス
ト
ユ
ー
ニ
ン
と
い
う
人
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
国
語
の
教
師
で
あ
り
、
何
冊
か
教
科
書
を
か
い
て
い
る
が
、
一
八
六
四
年
に

出
し
た
『
露
文
学
教
授
論
』
は
従
来
の
文
学
教
育
を
一
新
し
、
新
し
い
教
授
法
の
指
針
を
与
え
た
名
著
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
九
一

三
年
ま
で
八
版
を
重
ね
、
広
く
世
に
行
わ
れ
た
。

二
、
ロ
シ
ア
文
学
が
日
本
へ
入
っ
て
き
た
次
の
径
路
は
通
称
ニ
コ
ラ
イ
神
学
校
で
あ
る
。
今
も
東
京
駿
河
台
に
そ
び
え
て
い
る
ニ

コ
ラ
イ
堂
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
牛
丸
康
夫
（
神
戸
正
教
会
司
祭
）
の
『
明
治
文
化
と
ニ
コ
ラ
イ
』
と

い
う
小
冊
子
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
―
―

の
ち
の
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
（
イ
ワ
ン
・
ド
ミ
ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
カ
サ
ト
キ
ン
、
一
八
三
六
―
一
九
一
二
）
が
モ
ス
ク
ワ
か
ら
日

本
へ
派
遣
さ
れ
た
の
が
、
一
八
六
一
年
。
函
館
の
ロ
シ
ア
領
事
館
付
司
祭
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ニ
コ
ラ
イ
が
東
京
へ
き
て
、

神
田
駿
河
台
に
居
を
定
め
た
の
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
二
年
後
に
伝
道
学
校
を
設
立
し
た
。
や
が
て
伝
道
学
校
と
ロ
シ
ア
語

で
神
学
を
学
ぶ
幼
年
学
校
と
を
一
つ
に
し
て
正
教
神
学
校
が
で
き
る
。
そ
れ
は
高
等
小
学
校
を
卒
え
た
も
の
を
入
れ
、
七
年
制
で
ロ

シ
ア
語
で
旧
新
約
聖
書
、
正カ
テ
ヒ
ジ
ス

教
訓
蒙
、
教
会
史
、
地
理
歴
史
、
論
理
学
、
奉
神
礼
、
説
教
学
、
物
理
学
、
心
理
学
、
基
礎
神
学
、
定

理
神
学
、
規
責
神
学
（
比
較
神
学
）、
教
会
法
、
哲
学
と
い
っ
た
課
目
を
学
ん
だ
。
の
ち
に
（
明
治
十
四
、
五
年
頃
か
）
女
子
神
学

校
も
で
き
た
。
神
学
校
が
初
め
て
卒
業
生
を
出
し
た
の
は
十
五
年
、
卒
業
生
は
二
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
前
年
小
西
増
太
郎
が

入
学
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
入
っ
た
生
徒
は
五
十
名
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
三
人
が
明
治
二
十
年
神
学
校
を
出
る
と
、
ロ
シ
ア
へ
留
学

し
た
。
小
西
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
す
で
に
そ
れ
ま
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
や
キ
エ
フ
の
神
学
校
に
留
学
生
を
送
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な

か
で
ロ
シ
ア
語
や
文
学
に
お
い
て
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
岩
沢
丙
吉
、
こ
の
人
は
神
学
校
教
授
と
な
り
、
ロ
シ
ア
公
使
館

司
祭
セ
ル
ゲ
イ
・
グ
レ
ー
ボ
フ
と
『
露
西
亜
文
法
』（
一
九
〇
一
）
を
出
し
た
が
、
こ
の
本
は
大
正
時
代
ま
で
唯
一
の
権
威
あ
る
学
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習
書
と
し
て
広
く
使
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
神
学
校
校
長
と
な
っ
た
瀬
沼
格
三
郎
（
一
八
六
六
―
一
九
三
三
）、
夏
葉
（
一
八
七
五
―

一
九
一
三
）
夫
妻
、
昇
曙
夢
（
一
八
七
八
―
一
九
五
九
）、
さ
ら
に
黒
田
乙
吉
、
茂
森
唯
士
、
樹
下
節
と
い
っ
た
人
々
が
い
る
。

昇
曙
夢
の
回
想
「
研
究
と
翻
訳
の
五
十
年
」（「
ロ
シ
ヤ
文
学
研
究
」
第
三
集
、
昭
和
二
十
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
教
会
に
は
三
階
建

て
の
図
書
館
が
あ
っ
て
、
二
階
が
宗
教
書
、
三
階
が
文
学
書
で
、
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
作
品
が
備
え
ら
れ

て
い
た
が
、
関
東
大
震
災
で
三
階
が
焼
失
し
、
文
学
書
の
す
べ
て
が
烏
有
に
帰
し
た
と
い
う
。
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
自
身
、
文
学
の
愛

好
者
で
、
と
く
に
ゴ
ー
ゴ
リ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
を
読
む
こ
と
を
す
す
め
た
。
昇
の
処
女
出
版
は
『
露
国
文
豪
ゴ
ー
ゴ
リ
』（
明

治
三
十
七
年
、
春
陽
堂
）
で
あ
る
。

正
教
会
は
明
治
十
三
年
十
二
月
か
ら
、
月
二
回
の
機
関
誌
「
正
教
新
報
」
を
出
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に

神
学
哲
学
雑
誌
「
心
海
」、
女
性
む
け
の
文
芸
雑
誌
「
裏
錦
」
を
発
行
し
た
。
そ
れ
に
は
関
竹
三
郎
、
そ
れ
か
ら
上
記
の
岩
沢
丙
吉
、

小
西
増
太
郎
、
瀬
沼
格
三
郎
と
い
っ
た
人
々
が
参
画
し
た
。「
心
海
」
の
記
事
の
多
く
は
、
も
っ
ぱ
ら
ロ
シ
ア
の
雑
誌
か
ら
の
翻
訳

転
載
だ
と
想
像
さ
れ
る
、
そ
う
は
断
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
。
と
く
に
モ
ス
ク
ワ
の
心
理
学
会
の
機
関
誌
「
哲
学
と
心
理
学
の
諸
問

題
」（
一
八
八
九
―
一
九
一
八
）
が
、
お
そ
ら
く
有
力
な
一
源
泉
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
雑
誌
は
Ｎ
・
グ
ロ
ー
ト
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ

ェ
ン
ス
キ
イ
、
ト
ル
ベ
ツ
コ
イ
、
ロ
パ
ー
チ
ン
ら
が
編
集
し
て
い
た
が
、
や
が
て
Ｐ
・
ス
ト
ル
ー
ヴ
ェ
、
Ｓ
・
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
ら
い

わ
ゆ
る
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
や
キ
ス
チ
ャ
コ
フ
ス
キ
イ
、
ベ
ル
ジ
ャ
ー
エ
フ
ら
「
道ヴ
エ
ー
ヒ標
」
派
、
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
ら
マ
ッ
ハ
主
義
者

ら
が
寄
稿
し
た
。
と
こ
ろ
で
例
え
ば
、
明
治
二
十
六
年
十
二
月
、
翌
一
月
の
「
心
海
」
に
、「
欧
洲
に
於
け
る
徳
義
思
想
の
二
代
表

者
、
フ
リ
デ
リ
ヒ
、
ニ
ッ
シ
ェ
氏
と
レ
オ
・
ト
ウ
ス
ト
イ
伯
の
意
見
比
較
」「
ニ
ッ
シ
ェ
氏
と
ト
ウ
ス
ト
イ
伯
徳
義
思
想
を
評
す
」

と
い
う
興
味
深
い
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
こ
の
心
理
学
会
誌
の
一
八
九
三
年
一
月
号
に
載
っ
た
上
記
グ
ロ
ー

ト
の
「
現
代
の
道
徳
的
理
想
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
と
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
）」
に
拠
っ
て
い
る
。
九
三
、
四
年
と
い
え
ば
、

ロ
シ
ア
に
ニ
ー
チ
ェ
が
流
行
し
出
し
た
頃
で
、
そ
れ
か
ら
七
年
後
に
シ
ェ
ス
ト
フ
の
『
ト
ル
ス
ト
イ
伯
と
ニ
ー
チ
ェ
の
善
の
教
説
』

が
書
か
れ
、
ま
た
十
年
後
に
『
悲
劇
の
哲
学
』
が
書
か
れ
、
そ
れ
と
前
後
し
て
日
本
で
は
高
山
樗
牛
ら
に
よ
っ
て
ニ
ー
チ
ェ
が
唱
導
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さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
心
海
」
の
こ
の
記
事
は
非
常
に
早
い
ニ
ー
チ
ェ
紹
介
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

が
、
こ
の
雑
誌
が
当
時
の
知
識
人
に
ど
れ
だ
け
読
ま
れ
、
受
け
容
れ
ら
れ
た
か
は
、
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
裏
錦
」

に
つ
い
て
も
言
え
る
。
こ
の
文
芸
誌
の
ロ
シ
ア
文
学
紹
介
に
つ
い
て
い
え
ば
、
特
筆
す
べ
き
は
残
月
庵
（
石
川
喜
三
郎
）
訳
「
脚
本

偽
皇
子
」（
明
治
二
十
六
年
九
月
―
二
十
八
年
二
月
）
で
、
こ
れ
は
プ
ー
シ
キ
ン
の
『
ボ
リ
ス
・
ゴ
ド
ノ
フ
』
の
優
れ
た
完
訳
で
あ

る
。
そ
の
他
詩
、
散
文
の
翻
訳
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
創
作
と
と
も
に
ほ
と
ん
と
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
正
教

会
と
い
う
立
場
が
宗
教
的
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
倫
理
的
態
度
を
制
約
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
の
ロ
シ
ア
文
学

三
、
ロ
シ
ア
文
学
が
日
本
へ
入
っ
て
き
た
三
番
目
の
径
路
は
丸
善
と
い
う
洋
書
屋
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
由
し
た
ロ

シ
ア
文
学
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
果
し
た
役
割
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
前
二
者
よ
り
遙
か
に
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

丸
善
と
い
う
本
屋
が
日
本
の
文
明
開
化
に
参
与
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
木
村
毅
の
『
丸
善
外
史
』（
丸
善
、
昭
和
四
十
四
年
）

に
詳
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
本
は
惜
し
い
こ
と
に
記
述
が
正
確
さ
を
欠
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
明
治
開
化
期
の
風
俗
を
知
る
と
い
う
意

味
で
、
大
変
面
白
い
本
で
あ
る
。
外
史
と
名
付
け
た
の
は
、
す
で
に
『
丸
善
社
史
』（
幸
田
成
友
著
、
昭
和
二
十
六
年
）
と
い
う
本

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

丸
善
は
明
治
改
元
と
と
も
に
で
き
た
。
早
矢
仕
有
的
と
い
う
人
が
横
浜
新
浜
町
に
店
を
開
い
た
の
が
、
一
八
六
八
年
十
一
月
だ
そ

う
で
あ
る
。
こ
の
早
矢
仕
有
的
は
天
保
八
年
の
生
れ
、
元
来
オ
ラ
ン
ダ
医
者
で
、
慶
応
三
年
築
地
の
鉄
砲
洲
に
あ
っ
た
慶
応
義
塾
に

入
っ
て
、
自
分
の
商
才
を
発
見
し
た
。
と
き
に
三
十
一
歳
。
屋
号
を
丸
屋
と
し
て
、
最
初
に
商
っ
た
の
は
教
科
書
の
大
量
輸
入
で
あ

っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
福
沢
諭
吉
が
、
緒
方
塾
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
勉
強
し
た
と
き
の
不
便
が
身
に
し
み
て
い
た
の
で
、
慶
応
三

年
二
度
目
に
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
と
き
、
教
科
書
を
大
量
に
仕
入
れ
て
き
た
、
そ
れ
に
倣
っ
た
の
で
あ
る
。
が
舶
来
の
教
科
書
は
決


